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引張応力 は次式から求められる。 
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最大せん断応力�max は次式で求められる。 

pZ

T
max  

ここで，ジャッキの回転軸に作用するねじりモーメント T は，握り部 B-

B’軸に垂直に作用する力 P と，ジャッキの回転部 A-A’と握り部 B-B’間の

距離 r の積で表され， PrT  となる。また，丸棒の極断面係数は

163dZ p  である。以上より， 

MPa9.14N/mm9.14
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はりに生じる最大曲げ応力 bmax は次式で求められる。 

Z

M
b

max
max   

ここで，最大曲げモーメント Mmax が生じるのは，図中のはりの支持部 A

である。よって， PlM max となる。また，長方形断面の断面係数は

62bhZ  である。以上より， 
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